
第 103 春季年会「優秀講演賞（産業）」表彰 

産学交流委員会 

⽇本化学会産学交流委員会では、平成 8 年度開催の第 72 春季年会から若い世代の講演発表者の研究
活動の奨励を⽬的として「講演奨励賞」を、平成 20 年度からは「優秀講演賞（産業）」と改称して講演
発表者を顕彰してきました。平成 24 年度からは、対象をアドバンスト・テクノロジー・プログラム（ATP）
で実施される ATP ポスター（令和 2 年度からイノベーション共創プログラム（CIP）ポスター）に限定
して、審査・選考、表彰を⾏ってまいりました。 

この「優秀講演賞（産業）」は、「産業に対する寄与が期待される基礎的または応⽤的な概念、アイデ
ィア、実験⼿法、実験結果などについての発表であり、発表者の研究に対する主体性や貢献度が優れ、 
且つ今後の研究活動の⼀層の発展の可能性を有すると期待されるもの」に対して会⻑名で表彰するもの
です。 

3 ⽉ 22 ⽇(⽔)〜25 ⽇(⼟)に東京理科⼤学 野⽥キャンパスにて開催された第 103 春季年会では、審
査希望のあった若⼿研究者（40 歳以下の正会員および学⽣会員）の講演を対象に産業界の審査員が審
査しました。CIP 企画⼩委員会および産学交流委員会による厳正な選考の結果、申請のあった 32 件の
中から今年度の受賞者として下記の 2 名が選出されました。⾼い評価を得て表彰に値すると選考された
受賞者には、その栄誉をたたえ、さらに⼀層の研鑽を積まれますことを期待して、所属機関⻑を経由し
て表彰状をお届けしました。 

優秀講演賞（産業） 受賞者⼀覧

[通信・エレクトロニクス] 
・藤林 将（広島⼤学 ⼤学院先進理⼯系科学研究科・助教） 

P2-1vn-25「単分⼦誘電体による新奇不揮発性メモリの確⽴」 
 
[本年度のハイライト分野「⽣体関連化学」] 
・⾕藤 涼（東京⼤学 ⼤学院理学系研究科・助教） 

P2-1vn-34「エクテナサイジン類のマクロ環状⾻格多様化による抗腫瘍性中分⼦群創出と細胞内 DNA ⼆ 
重鎖切断」 


